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【運用開始日時】 
令和５年５月８日（月）15:00 

【問い合わせ先】 
市民局地域防災課 担当︓小川・中島 TEL︓092-711-4156 

「マイ・タイムライン」を作るとこんなメリットが！ 

WEB 上で簡単に作成！  Point 

 

「マイ・タイムライン」作成サイトはこちら 
https://mytimeline.city.fukuoka.lg.jp/ 

※マイ・タイムライン作成ガイドブックは、市ホームページでダウンロードできるほか、
情報プラザ（市役所１階）や地域防災課（同 15階）、
各区情報コーナー、各区総務課、入部・西部出張所で配布しています。

梅雨入りに向けて 

備えましょう 

手書きでも作れます！ 

 Point 

専用サイトのフォームに沿って設問に回答していくだけで、誰でも簡単に
「マイ・タイムライン」が作成できます。 

「マイ・タイムライン」の作成手順とポイントをまとめた作成ガイドブック
（別添のとおり）を作りました。 
※巻末に様式を添付していますので、切り離してご利用ください。

アニメーション動画「マイ・タイムラインを作成しよう」では、「マイ・タイムライン」
の必要性を分かりやすく説明しています。

WEB版「マイ・タイムライン」作成イメージ 

「マイ・タイムライン」様式 

WEB上で防災行動計画「マイ・タイムライン」が作れます︕

大雨や台風などの災害時に『どのタイミング』で『どのような行動』をとるかを一人ひとりが事前に決めて
おく、防災行動計画「マイ・タイムライン」が PCやスマートフォンで簡単に作成できるようになりました。 
また、手書きで作成したい人に向けた作成ガイドブックも用意しました。 
「マイ・タイムライン」作成のメリットを紹介する動画も公開していますので、多くの市民の皆様に作成し

ていただけるよう、周知にご協力をお願いします。 

Point 



作成
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ハザードマップで
自宅周辺の水害と土砂災害
それぞれの災害リスクを
確認する

・避難場所や避難の
  タイミングを決める
・家族などの連絡先と  
  非常持出品を確認する



2

スマートフォンまたはパソコンで「福岡市総合ハザードマップ」へ
アクセスし水害と土砂災害それぞれの自宅周辺の災害リスクを調
べましょう。住所や、目標物から、見たい場所の地図を表示する
ことができます。操作方法や調べ方は「防災学習」の「福岡市ハザー
ドマップの使い方」をご覧ください。



大雨や台風に備え避難行動を学ぶ
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ハザードマップ※1 で自分の家がどこにある
か確認し、印をつけてみましょう。

※1ハザードマップは浸水や土砂災害が発生する
おそれの高い区域を着色した地図です。着色
されていないところでも災害が起こる可能性
があります。

❶

❷

❸

洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまうおそれの
ある区域（家屋倒壊等氾濫想定区域）の外側である
浸水する深さよりも高いところにいる（マンショ
ンの高層階等）
浸水しても水がひくまでの時間（浸水継続時間）、
我慢できる、水・食糧などの備えが十分にある場
合は

屋内安全確保　（自宅に止まり安全確保すること）も
可能です。※浸水時は、電気、ガス、水道、トイレ
等の使用ができなくなる可能性があります。

浸水の危険があっても、

※9ページのチラシをご参照ください。
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「福岡市総合ハザードマップ」で最寄りの避難所が距離が近い順に番号表示され確認することができま
す。また、災害種別に応じた避難所であるかも確認できます。ルート検索機能を使うと、避難所、避
難場所までの避難経路を確認することができます。
※避難経路上に災害が想定されている場合、迂回や避難先を変更することも考えましょう。
※避難所は、災害の状況等から安全な施設を選んで開設します。市が発令する避難情報に注意しましょう。



危険な場所から警戒レベル3で＜高齢者等は避難＞、警戒レベル4で＜全員避難＞です。

警戒レベル

1

2

3

4

避難情報等

早期注意情報
（気象庁が発表） 災害への心構えを高めましょう。

避難に備え、ハザードマップ等に
より、自らの避難行動を確認しま
しょう。

避難に時間を要する人（高齢の方、
障がいのある方、妊娠中の方、乳幼
児等）とその支援者は危険な場所
から避難をしましょう。その他の人
は、避難の準備を整えましょう。

災害が発生する危険が高まっている
状況のため、速やかに危険な場所か
ら避難しましょう。

大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁が発表）

高齢者等避難
（福岡市が発令）

避難指示
（福岡市が発令）

5
すでに災害が発生・切迫している
状況のため、直ちに身の安全を
確保しましょう。

緊急安全確保
（福岡市が発令）

警戒レベル4までに必ず避難！

とるべき行動

※レベル5は市が災害の状況を確実に把握できるわけではないことから、必ず発令されるものではありません。
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市は、次の❶❷のいずれかに該当し、避難情報の配信を希望する人に、電話やFAXで避難情報をお知
らせしています。
❶ 視覚や聴覚に障がいがある方（下記の1か2のどちらかに該当する方）
　　1.身体障害者手帳視覚障がい1級又は2級…固定電話（機械音声）にて避難情報を配信します。
　　2.身体障害者手帳聴覚障がい2級…FAXにて避難情報を配信します。
❷ 高齢者（以下のすべての項目に該当する方）…固定電話（機械音声）かFAXにて避難情報を配信します。
　　1.75歳以上の方
　　2.携帯電話を持っていない、又は操作が苦手な方
　　3.一人暮らし、又は同居している方等から避難情報の提供を受けることができない方

● 情報を受け取るには登録が必要です。
    申込書は、地域防災課（市役所 15階）や、各区役所情報コーナー、各区総務課で配布しています。

マイ・タイムライン作成シート
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避難情報の入手が難しい人は・・・「避難情報配信システム」

気象情報や注意報、避難指示などの防災情報を携帯電話やス
マートフォンにメールでお知らせします。
t-fukuoka-city@sg-p.jp へ空メールを送信し、登録してく
ださい。

● 市防災メール

受信情報で防災・気象情報を事前に設定しておくと、住んで
いる地域の情報を即座に受け取れます。また、平常時から、
近くの避難所の情報や災害時に取るべき行動を確認できます。

● 市 LINE（ライン）公式アカウント

避難所の場所や機能などを確認できます。また、電子掲示板
機能を使い、避難所内で簡単に情報共有できます。

● 防災アプリ「ツナガル＋（プラス）」

市LINE（ライン）
公式アカウント情報

市防災メール情報

防災アプリ
「ツナガル＋（プラス）」情報



内閣府（防災担当）・消防庁「新たな避難情報に関するポスター・チラシ」より引用
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次ページの
作成シートを切り取って、
マイ・タイムラインを
作成しよう！

● パソコンやスマート
　フォンでの作成は
　こちらから

● 動画で知る
　マイ・タイムラインは
　こちらから
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